
捕獲技術講習
わな設置から止めさし、ジビエ利用の
衛生管理までの手順や技術向上の
ためのポイントを、映像とイラストを
使って分かりやすく解説します

現地指導
実際に捕獲を行っている受講生の現
場で現地指導を行います。技術向上
のため、講師による助言および受講
生同士での意見交換を行います

●受講の要件は下記のとおりです
△現地指導受講生（活動している捕獲現場にて現地指導を受講）
1. 鳥取県内に居住している者
2. 狩猟免許（わな猟）を所持し、わな猟の捕獲技術の更なる向上を目指す者
3. ニホンジカ及びイノシシの捕獲活動を１～３年程度行っている者
4. 現地指導の研修場所として捕獲活動場所の提供ができる者
5. 捕獲した動物を自身で止めさし、適切な個体処分ができる者

△聴講生（上記指導の見学、意見交換への参加）
1. 鳥取県内に居住している者
2. 狩猟免許（わな猟）を所持し、わな猟の捕獲技術の更なる向上を目指す者

詳細や申し込みについては、裏面をチェック！⏎

～参加者募集～

ハンター養成スクール
ステップアップ課程

令和８年度鳥取県ハンター養成スクール運営業務

鳥取県では、農林業被害を抑制するため、増えすぎたニホ
ンジカやイノシシを捕獲するハンターの確保・育成に取り組ん
でいます。
現在捕獲活動を行っている方を対象に捕獲技術のレベル
アップを図る講習会（現地指導）を開催します。

研修の内容等の詳細は、別添の「受講生募集要領」を参照ください



日程・会場 講習テーマ 講習・実習内容（予定）

令和８年９月６日（日）

【伯耆しあわせの郷】
捕獲技術講習（座学）

・わな猟の捕獲技術と安全管理

・ジビエ利用のための衛生管理

令和８年９月～

令和９年２月頃

【各地域の現地】※

捕獲技術向上講習

（現地実習）

・受講生の捕獲現場にて、わなの設置
状況等について指導、意見交換
東・中・西部ごとに実施します

■ 研修予定※開催日程や会場、内容は変更する場合があります

■ 受講料

受講料は【無料】です

※交通費や猟具の購入、狩猟者登録に要する費用などは受講生の負担とします

■ 定員

30名程度（申込対象となる要件は、表面や募集要領をご覧下さい）
東・中・西部の３地域で各10名程度（現地指導受講生５名、聴講生５名程度の想定）
※応募状況等により、現地指導を希望されてもご希望に添えかねる場合が
ありますのであらかじめご承知ください

■ 申込期限

令和８年８月２１日（金） ※郵送の場合は申込期限日必着です

■ 申込方法
別添の申込用紙に事項を記載し、FAX、メール、郵送、のいずれかにて
送付下さい。右のQRコードからも申し込み可能です。
※個人情報は、申込及び実習時の保険加入目的以外では使用しません
※受講決定は申し込み順ではありません。募集人数を超える場合には、
参加動機等の情報をもとに厳選し、受講生を決定します。

■問合せ・申込先
（株）野生鳥獣対策連携センター 岡山支社 【担当者：橋口】
〒709-0721 岡山県赤磐市桜ケ丘東３丁目３－247
電話：086-995-2280 FAX：086-995-2289
メール： tottori-hs2026@cho-jyu.jp

※原則として土・日曜日又は祝日開催とし、時間は10:00～16:00を予定しています

※本事業は、鳥取県鳥獣対策課から事業を受託し、実施しております。

■ 講習・実習内容
• 地域ごとに、令和８年９月から令和９年２月の間のうち、２～３か月を
対象として実施します。

• この間に、２～３週間に１回程度の合計３回の現地指導日を設定し、受講
生が自身の捕獲現場にて設置したわなについて、講師が改善点や安全管
理等に対する指導を直接行います。

• 指導は、地域ごとに分けた近隣地域の受講生と一緒にグループにて受講
します。

• 環境や技法が異なる受講生のわなを見学したり、他の受講生の指導を聞く
ことにより、短期間で多くの捕獲経験を積むことが出来ます。
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